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を黒くぬりつぶせばよいのです。の中から並んでいる

この場合、正しい答えは「３　東京」ですから解答用紙の　　の下に

日本の首都はどこか。１～５から一つ選べ。〔解答例〕

１　京都　　２　奈良　　３　東京　　４　名古屋　　５　大阪

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

５　問題は、　　～　　まで３０問あります。

６　試験時間は９０分です。

７　試験開始から試験終了まで、退室できません。

８　解答用紙は、持ち帰ってはいけません。

９　その他、係員が注意したことをよく守ってください。
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１　試験時間中は、すべて係員の指示に従ってください。お互いに話を

したり、席を立ったり、そのほか人の迷惑になるようなことをして

はいけません。

２　係員の指示により、名前を記入し、受験番号を右の記入例に従って

鉛筆で黒くぬりつぶしてください。

３　答えは、解答用紙に記入してください。

４　問題は、いずれも五つの答えがでていますが、そのうち最も適切と

思われる答えを一つ選んで、解答用紙の問題番号の下にある五つの

数字のうち、一つを次の〔解答例〕のように黒くぬりつぶしてくだ

さい。間違ってぬりつぶしたときは、消しゴムできれいに消してく

ださい。二つ以上ぬりつぶされている場合は、その解答は無効とな

ります。

2

受 験 中 の 心 得
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　　�　次の各文は、いじめ防止対策推進法の条文または条文の一部である。空欄Ａ～Ｃに、あとのア～カの 

いずれかの語句を入れてこれらの条文または条文の一部を完成させる場合、正しい組合せはどれか。１ ～ ５  

から一つ選べ。

　第�二条　この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等

当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が A ものをいう。

　第�十六条　学校の設置者及びその設置する学校は、当該学校における B するため、当該学校に在籍

する児童等に対する定期的な調査その他の必要な措置を講ずるものとする。

　第�二十二条　学校は、当該学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、当該学校の複数

の教職員、心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者により構成される C を

置くものとする。

　　ア　年間三十日以上欠席した　　　　イ　心身の苦痛を感じている

　　ウ　いじめの全容を把握　　　　　　エ　いじめを早期に発見

　　オ　いじめ問題対策連絡協議会　　　カ　いじめの防止等の対策のための組織　　

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

　 １ 　　ア　　　ウ　　　オ

　 ２ 　　ア　　　エ　　　カ

　 ３ 　　イ　　　ウ　　　オ

　 ４ 　　イ　　　エ　　　オ

　 ５ 　　イ　　　エ　　　カ
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　　�　次の各文は、「令和２年版　人権教育・啓発白書」（法務省・文部科学省　編）に関する記述の一部である。

空欄Ａ～Ｄに、あとのア～クのいずれかの語句を入れてこれらの文を完成させる場合、正しい組合せは

どれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　・�　文部科学省では、学習指導要領において、「確かな学力」、「 A 」、「健やかな体」（知・徳・体）

のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指している。平成29年３月に公示した新学習指導要領に

おいても、その趣旨は受け継がれており、「生きる力」の理念をより一層具体化して確実に育成すること

を求めている。

　　�　「 A 」の育成に関しては、道徳において、善悪の判断等の内容を扱うとともに、体験活動等を

生かすなどの充実を図っている。

　・�　令和元年度は、「189（いちはやく）　ちいさな命に　待ったなし」を月間標語として決定し、広報用 

ポスター、リーフレット等に掲載して配布したほか、「子どもの虐待防止推進全国フォーラム in とっとり」の

開催（11月16・17日）、政府広報の活用等により、児童虐待は B で解決すべき問題であることを

周知・啓発した。

　・�　国際社会においては、子どもたちが広い視野を持って異文化を理解し、習慣や文化の異なる人々と共に

生きていくための資質・能力を育成することが重要である。こうした観点から、現在、各学校において、

各教科等を通じて C が行われている。

　・�　文部科学省では、令和２年３月に作成した「新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」

において、「感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に

対する偏見や差別につながるような行為は、断じて許されないものであり、新型コロナウイルス感染症に

関する適切な知識を基に、 D 指導を行うことなどを通じ、このような偏見や差別が生じないよう

にすること」としています。

　　ア　豊かな心　　　　　イ　豊かな情操

　　ウ　家庭内　　　　　　エ　社会全体

　　オ　国際理解教育　　　カ　外国語教育

　　キ　画一的な　　　　　ク　発達段階に応じた　　

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　ア　　　ウ　　　カ　　　キ

　 ２ 　　ア　　　エ　　　オ　　　ク

　 ３ 　　ア　　　エ　　　カ　　　ク

　 ４ 　　イ　　　ウ　　　カ　　　ク

　 ５ 　　イ　　　エ　　　オ　　　キ
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　　�　次の各文のうち、「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について」（平成27年

４月30日　文部科学省）の中の、具体的な配慮事項等の記述の内容として正しいものを○、誤っているもの

を×とした場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　Ａ�　教職員等の間における情報共有に当たっては、児童生徒が自身の性同一性を可能な限り秘匿しておきたい

場合があること等に留意しつつ、一方で、学校として効果的な対応を進めるためには、教職員等の間で情報

共有しチームで対応することは欠かせないことから、当事者である児童生徒やその保護者に対し、情報を

共有する意図を十分に説明・相談し理解を得つつ、対応を進めること。

　Ｂ�　性同一性障害に係る児童生徒が求める支援は、当該児童生徒が有する違和感の強弱等に応じ様々であり、

また、当該違和感は成長に従い減ずることも含め変動があり得るものとされていることから、学校として

先入観をもたず、その時々の児童生徒の状況等に応じた支援を行うことが必要であること。

　Ｃ�　医療機関を受診して性同一性障害の診断がなされない場合であっても、児童生徒の悩みや不安に寄り添い

支援していく観点から、医療機関との相談の状況、児童生徒や保護者の意向等を踏まえつつ、支援を行う

ことは可能であること。

　Ｄ�　性同一性障害に係る児童生徒や「性的マイノリティ」とされる児童生徒は、自身のそうした状態を秘匿

しておきたい場合があること等を踏まえつつ、学校においては、日頃より児童生徒が相談しやすい環境を

整えていくことが望まれること。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　○　　　○　　　○　　　○

　 ２ 　　○　　　○　　　○　　　×

　 ３ 　　○　　　○　　　×　　　○

　 ４ 　　○　　　×　　　○　　　○

　 ５ 　　×　　　○　　　○　　　○
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　　�　次の各文のうち、〔　　　〕内に示されている法規名と、条文または条文の一部の組合せとして誤って

いるものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ 　〔日本国憲法〕

　　�　すべて国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を受ける機会を与えられなければならず、人種、信条、

性別、社会的身分、経済的地位又は門地によって、教育上差別されない。

　 ２ 　〔教育基本法〕

　　�　法律に定める学校の教員は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その職責の 

遂行に努めなければならない。

　 ３ 　〔学校教育法〕

　　�　小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び中等教育学校には、次の各号のいずれかに該当する児童

及び生徒のために、特別支援学級を置くことができる。

　　一　知的障害者

　　二　肢体不自由者

　　三　身体虚弱者

　　四　弱視者

　　五　難聴者

　　六　その他障害のある者で、特別支援学級において教育を行うことが適当なもの

　 ４ 　〔子どもの貧困対策の推進に関する法律〕

　　�　子どもの貧困対策は、子ども等に対する教育の支援、生活の安定に資するための支援、職業生活の安定と

向上に資するための就労の支援、経済的支援等の施策を、子どもの現在及び将来がその生まれ育った環境に

よって左右されることのない社会を実現することを旨として、子ども等の生活及び取り巻く環境の状況に

応じて包括的かつ早期に講ずることにより、推進されなければならない。

　 ５ 　〔地方公務員法〕

　　�　職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない。
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　　�　次の各文は、学校保健安全法の条文または条文の一部であるが、下線部については誤りが含まれている

ものがある。条文または条文の一部として下線部が誤っているものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ �　学校には、健康診断、健康相談、保健指導、救急処置その他の保健に関する措置を行うため、保健室を

設けるものとする。

　 ２ �　学校においては、救急処置、健康相談又は保健指導を行うに当たつては、必要に応じ、当該学校の所在

する地域の医療機関その他の関係機関との連携を図るよう努めるものとする。

　 ３ �　学校においては、毎学年定期に、児童生徒等（通信による教育を受ける学生を除く。）の健康診断を行う

よう努めるものとする。

　 ４ �　校長は、感染症にかかつており、かかつている疑いがあり、又はかかるおそれのある児童生徒等がある

ときは、政令で定めるところにより、出席を停止させることができる。

　 ５ �　学校の設置者は、感染症の予防上必要があるときは、臨時に、学校の全部又は一部の休業を行うことが

できる。
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　　�　次の各文のうち、平成29年３月に文部科学省から示された中学校学習指導要領「特別活動」の指導計画の

作成と内容の取扱いに関する記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい

組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　Ａ�　よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己実現に資するよう、生徒が

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組む中で、

互いのよさや個性、多様な考えを認め合い、等しく合意形成に関わり役割を担うようにすることを重視 

すること。

　Ｂ�　異年齢集団による交流を重視するとともに、幼児、高齢者、障害のある人々などとの交流や対話、障害

のある幼児児童生徒との交流及び共同学習の機会を通して、協働することや、他者の役に立ったり社会に

貢献したりすることの喜びを得られる活動を充実すること。

　Ｃ�　障害のある生徒などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の 

工夫を計画的、組織的に行うこと。

　Ｄ�　学級活動における学級担任の主体的な活動を中心として、各活動と学校行事を相互に関連付けながら、

個々の生徒についての理解を深め、教師と生徒、生徒相互の信頼関係を育み、学級経営の充実を図ること。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　○　　　○　　　○　　　○

　 ２ 　　○　　　×　　　×　　　○

　 ３ 　　×　　　×　　　○　　　○

　 ４ 　　×　　　○　　　×　　　×

　 ５ 　　○　　　○　　　○　　　×
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　　�　次の文は、中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編の中の、学習評価の充実に関する記述の一部

である。空欄Ａ～Ｄに、あとのア～クのいずれかの語句を入れてこの文を完成させる場合、正しい組合せ

はどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　�　今回の改訂では、各教科等の目標を資質・能力の三つの柱で再整理しており、平成28年12月の中央教育 

審議会答申において、 A を推進するため、観点別評価について、「知識・技能」、「 B 」、 

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理することが提言されている。

　�　その際、ここでいう「知識」には、個別の事実的な知識のみではなく、それらが相互に関連付けられ、 

さらに社会の中で生きて働く知識となるものが含まれている点に留意が必要である。

　�　また、資質・能力の三つの柱の一つである「 C 」には①「主体的に学習に取り組む態度」として 

観点別評価（学習状況を分析的に捉える）を通じて見取ることができる部分と、②観点別評価や評定には 

なじまず、こうした評価では示しきれないことから個人内評価（個人のよい点や可能性、進歩の状況について

評価する）を通じて見取る部分があることにも留意する必要がある。

　�　このような資質・能力のバランスのとれた学習評価を行っていくためには、 D を図る中で、論述や

レポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制作等といった多様な活動を評価の対象とし、ペーパー

テストの結果にとどまらない、多面的・多角的な評価を行っていくことが必要である。

　　ア　目標に準拠した評価　　　　　　イ　集団に準拠した評価

　　ウ　思考・判断・表現　　　　　　　エ　関心・意欲

　　オ　学びに向かう力、人間性等　　　カ　主体的・対話的で深い学び　　

　　キ　指導と評価の一体化　　　　　　ク　指導と評価の個別化

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　ア　　　ウ　　　オ　　　キ

　 ２ 　　ア　　　ウ　　　カ　　　キ

　 ３ 　　ア　　　エ　　　オ　　　ク

　 ４ 　　イ　　　ウ　　　カ　　　ク

　 ５ 　　イ　　　エ　　　カ　　　キ
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　　�　次の各文は、教育に関係のある人物についての記述である。空欄Ａ～Ｃに、あとのア～カのいずれかの

人名を入れてこれらの文を完成させる場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　・�　 A は、スイスの教育家であり、ルソー（Rousseau, Jean-Jacques）の影響を受け、孤児教育・

民衆教育に生涯を捧げた。著書『リーンハルトとゲルトルート』では、民衆問題が貧困・経済問題に起因

するとして教育の重要性を説いた。

　・�　 B は、アメリカの哲学者、教育学者であり、子どもの生活経験を重視した。プラグマティズム

に基づいた教育哲学を確立し、広く世界の教育改革に寄与した。著書として、『民主主義と教育』がある。

　・�　 C は、イタリアの医師、教育家であり、ローマに設置された施設である「子ども（児童）の家」

において、系統的な言語練習、感覚訓練、実際生活訓練を実践した。著書として、『子どもの発見』がある。

　　ア　カント（Kant, Immanuel）

　　イ　ペスタロッチ（Pestalozzi, Johann Heinrich）

　　ウ　スペンサー（Spencer, Herbert）

　　エ　デューイ（Dewey, John）

　　オ　モンテッソーリ（Montessori, Maria）

　　カ　フレーベル（Fröbel, Friedrich Wilhelm August）　　

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ

　 １ 　　ア　　　ウ　　　カ

　 ２ 　　ア　　　エ　　　カ

　 ３ 　　イ　　　ウ　　　オ

　 ４ 　　イ　　　ウ　　　カ

　 ５ 　　イ　　　エ　　　オ
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　　�　次の各文のうち、「動機づけ」に関する記述の内容として正しいものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ �　内発的動機づけとは、何らかの行動に対する報酬が目的となっている際の動機づけをいう。

　 ２ �　機能的自律性とは、何かに動機づけられていた行動が、動機自体に発展する傾向であり、行動がもともと

の動機から独立することをいう。

　 ３ 　学習性無力感とは、物質的な報酬を与えた場合に動機づけが低下することをいう。

　 ４ 　アンダーマイニング効果とは、言語的報酬によって動機づけが高まることをいう。

　 ５ �　エンハンシング効果とは、統制できないような不快な出来事や刺激にさらされた後で、行為の動機づけを

失ったり失敗したりすることをいう。
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　　�　次の各文は、「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」の条文

であるが、下線部については誤りが含まれているものがある。下線部Ａ～Ｄの語句のうち、正しいものを○、

誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　第�八条　国及び地方公共団体は、Ａ学力を修得することを希望する者が豊かな学校生活を送り、安心して教育

を受けられるよう、児童生徒と学校の教職員との信頼関係及び児童生徒相互の良好な関係の構築を図るため

の取組、児童生徒の置かれている環境その他の事情及びその意思を把握するための取組、学校生活上の

困難を有する個々の児童生徒の状況に応じた支援その他の学校における取組を支援するために必要な措置を

講ずるよう努めるものとする。

　第�九条　国及び地方公共団体は、不登校児童生徒に対する適切な支援がＢ組織的かつ継続的に行われること

となるよう、不登校児童生徒の状況及び不登校児童生徒に対する支援の状況に係る情報を学校の教職員、

心理、福祉等に関する専門的な知識を有する者その他の関係者間で共有することを促進するために必要な

措置その他の措置を講ずるものとする。

　第�十三条　国及び地方公共団体は、不登校児童生徒がＣ学校以外の場において行う多様で適切な学習活動の

重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒のＤ休養の必要性を踏まえ、当該不登校児童生徒の状況に応じた

学習活動が行われることとなるよう、当該不登校児童生徒及びその保護者（学校教育法第十六条に規定する

保護者をいう。）に対する必要な情報の提供、助言その他の支援を行うために必要な措置を講ずるものと

する。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　○　　　×　　　×　　　○

　 ２ 　　○　　　○　　　×　　　×

　 ３ 　　×　　　×　　　○　　　×

　 ４ 　　×　　　○　　　×　　　○

　 ５ 　　×　　　○　　　○　　　○

10



―  11 ―

　　�　次の各文のうち、「発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン 

～発達障害等の可能性の段階から、教育的ニーズに気付き、支え、つなぐために～」（平成29年３月　文部 

科学省）に関する記述の内容として正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せは 

どれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　Ａ�　平成25年の学校教育法施行令の改正によって、就学手続きの考え方が改められたことに伴い、障害の 

ある児童等が通常の学級に在籍することが多くなっています。通常の学級の担任・教科担任についても、

特別支援教育に関する研修の積極的な受講により、発達障害も含めた様々な障害に関する知識を深めると

ともに、児童等のつまずきや困難な状況等の背景を正しく把握できるようになることで、適切な指導や 

必要な支援につなげていく力を身に付けることが期待されています。

　Ｂ�　発達障害をはじめとする見えにくい障害については、通常の学級に在籍する教育上特別の支援を必要と

する児童等のつまずきや困難な状況を早期に発見するため、児童等が示す様々なサインに気付くことや、

そのサインを見逃さないことが大切です。

　Ｃ�　通常の学級の担任と保護者だけで情報交換を行っても、課題の解決への支援内容が見つけにくいことも

あります。

　　�　そのような場合は、課題の解決に向けた様々な方法がいち早く検討されるように、特別支援教育コーディ

ネーターをはじめとする校内の他の教職員、校外の専門家等にも相談し、保護者と共にケース会議を開催

することが考えられます。

　Ｄ�　教育上特別の支援を行うと、周囲の児童等やその保護者から疑問の声が上がることもあります。

　　�　そのため、教育上特別の支援の必要性について、学級全ての児童等に十分な理解を深めておくことが 

最も重要であり、同時に、周囲の児童等の保護者に対しても、特別な支援の必要性を説明しておくことが

大切です。

　　�　保護者等に説明する内容としては、｢（通常の学級においても）特別支援教育が必要である旨の一般的な

説明｣ と ｢在籍する児童等に行う支援内容についての具体的な説明｣ が考えられますが、後者については、

事前に支援等を必要とする児童等の保護者の意向を確認の上、児童等の個人情報の保護に特に留意する 

必要があります。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　○　　　○　　　○　　　○

　 ２ 　　○　　　○　　　○　　　×

　 ３ 　　○　　　○　　　×　　　○

　 ４ 　　○　　　×　　　○　　　○

　 ５ 　　×　　　○　　　○　　　○
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　　�　次の各文のうち、「教育支援資料～障害のある子供の就学手続と早期からの一貫した支援の充実～」 

（平成25年10月　文部科学省初等中等教育局特別支援教育課）に関する記述の内容として誤っているものは

どれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ �　障害のある子供が、地域社会の一員として、生涯にわたって様々な人々と交流し、主体的に社会参加し

ながら心豊かに生きていくことができるようにするためには、教育、医療、福祉、保健、労働等の各分野が

一体となって、社会全体として、その子供の自立を生涯にわたって支援していく体制を整備することが必要

である。

　 ２ �　就学時に決定した「学びの場」は、固定したものではなく、それぞれの子供の発達の程度、適応の状況

等を勘案しながら、小中学校から特別支援学校への転学又は特別支援学校から小中学校への転学といった

ように、双方向での転学等ができることを、すべての関係者の共通理解とすることが重要である。そのため

には、教育相談や個別の教育支援計画に基づく関係者による会議などを定期的に行い、連携を図ることが

必要であるが、一貫した教育支援を行うため、個別の教育支援計画を見直すことは適当でない。

　 ３ �　障害のある子供が、将来の進路を主体的に選択できるよう、子供の実態や進路希望等を的確に把握し、

早い段階からの進路指導の充実を図ることが大切である。また、企業等への就職は、職業的な自立を図る

上で有効であることから、労働関係機関等との連携を密にした、就労支援を進めることが必要である。

　 ４ �　「合理的配慮」の決定・提供に当たっては、各学校の設置者及び学校が体制面、財政面をも勘案し、「均衡

を失した」又は「過度の」負担について、個別に判断することとなる。各学校の設置者及び学校は、障害

のある子供と障害のない子供が共に教育を受けるというインクルーシブ教育システムの構築に向けた取組

として、「合理的配慮」の提供に努める必要がある。

　 ５ �　「合理的配慮」は、一人一人の障害の状態や教育的ニーズ等に応じて決定されるものであり、その検討の

前提として、各学校の設置者及び学校は、興味・関心、学習上又は生活上の困難、健康状態等の当該の子供

の状態把握を行う必要がある。これを踏まえて、設置者及び学校と本人及び保護者により、個別の教育支援

計画を作成する中で、発達の段階を考慮しつつ、「合理的配慮」の観点を踏まえ、「合理的配慮」について

可能な限り合意形成を図った上で決定し、提供されることが望ましい。
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　　�　次の文は、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な

方策等について（答申）」（平成28年12月21日　中央教育審議会）の中の、キャリア教育（進路指導を含む）

の記述の一部であるが、下線部については誤りが含まれている場合がある。下線部Ａ～Ｄの語句のうち、

正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　�　キャリア教育については、中央教育審議会が平成23年１月にまとめた答申「今後の学校におけるキャリア

教育・職業教育の在り方について」を踏まえ、その理念が浸透してきている一方で、例えば、Ａ職場体験活動 

のみをもってキャリア教育を行ったものとしているのではないか、Ｂ社会への接続を考慮せず、次の学校段階

への進学のみを見据えた指導を行っているのではないか、Ｃ職業を通じて未来の社会を創り上げていくという

視点に乏しく、特定の既存組織のこれまでの在り方を前提に指導が行われているのではないか、といった 

課題も指摘されている。また、将来の夢を描くことばかりに力点が置かれ、「働くこと」の現実や必要な資質・

能力の育成につなげていく指導が軽視されていたりするのではないか、といった指摘もある。

　�　こうした課題を乗り越えて、キャリア教育を効果的に展開していくためには、Ｄ社会教育活動を通じて 

必要な資質・能力の育成を図っていく取組が重要になる。

　　　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ

　 １ 　　○　　　○　　　○　　　○

　 ２ 　　○　　　○　　　○　　　×

　 ３ 　　○　　　○　　　×　　　○

　 ４ 　　○　　　×　　　○　　　○

　 ５ 　　×　　　○　　　○　　　○
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　　�　学校は、児童生徒、保護者等から様々な個人情報を収集・保管しており、教員はこれらの個人情報を 

適正に取り扱う必要がある。個人情報の管理を誤ると、個人のプライバシーを侵害し、大きな被害の発生に

つながるだけでなく、学校の信用も失墜させることから、教員は関係法令や校内のルールを遵守しなければ

ならない。

　　�　次の各文のうち、Ａ～Ｄの各教諭の行為について、不適切なもののみをすべて挙げているものはどれか。

１ ～ ５ から一つ選べ。

　ア�　Ａ教諭は、中学校で進路指導を担当している。進路相談の際にはその内容をメモしているが、相談時に

使用していたメモを紛失した。そのメモには、生徒の名前、出席番号、希望する進路、家庭の事情が記載

されていた。Ａ教諭は、どこでメモを紛失したのかわからなかったが、学校から持ち出した覚えはないため

外部に漏れることはないと考え、管理職に報告しなかった。

　イ�　Ｂ教諭は、放課後に職員室で、自分の担任する学級のテストを採点しようと考えていたが、保護者対応が

生じたため、採点する時間がなくなってしまった。Ｂ教諭は、自宅で採点しようと考え、管理職の許可を

得ず、カバンに児童の答案用紙を入れた。電車での帰宅途中、Ｂ教諭はそのカバンを網棚に置き、自宅の

最寄り駅まで眠っていたが、乗り過ごしそうになり慌てて電車を降りたところ、そのカバンを電車に置き

忘れ、紛失してしまった。

　ウ�　Ｃ教諭は、各自に１台ずつ割り当てられている校務用のパソコンを使用し、職員室の自席で生徒の成績 

処理をしていた。そのデータには、生徒の名前と、これまで実施したテストの得点が入力されていた。 

成績処理中に、保護者から電話がかかってきたため、校内のルールでは離席時にはパソコンの画面をロック

することとなっていたが、使用していたパソコンの画面を開いたままにして自席を離れ、電話に対応した。

電話対応後、緊急性のある用件であったため、パソコンはそのままの状態にし、家庭訪問に行った。

　エ�　Ｄ教諭は、ある日の放課後に、担任をしている学級の児童の保護者Ｅから、「子どもがＦさんの家に 

今日泊まるという約束をしているようだ。いますぐにＦさんの保護者と連絡がとりたい。」という電話を

受けた。Ｄ教諭は、児童Ｆの保護者が夜遅くまで仕事をしており電話で連絡が取れないことを把握していた

ため、保護者Ｅにその旨を伝え、児童Ｆの保護者のメールアドレスを伝えた。

　 １ 　　ア　　　イ　　　ウ

　 ２ 　　ア　　　イ　　　エ

　 ３ 　　ア　　　ウ　　　エ

　 ４ 　　イ　　　ウ　　　エ

　 ５ 　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ
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　　�　飲酒運転は、道路交通法で禁止されている違法な行為である。また、自分の意思で防ぐことのできる 

行為であり、とりわけ児童生徒に遵法精神を説くべき教育公務員の飲酒運転は、公務員全体の信用を失墜

させるばかりでなく、児童生徒を裏切ることにもなり、絶対に許されず、決して行ってはならない。

　　�　次の各文のうち、Ａ～Ｄの各教諭の行為について、不適切なもののみをすべて挙げているものはどれか。

１ ～ ５ から一つ選べ。

　ア�　Ａ教諭は、自ら自家用車を運転し、休日に夫とドライブに出かけた。午後１時頃、飲食店に立ち寄り 

食事をした際、食事後は夫と車の運転を交代する話になった。夫が昨日から今に至るまで飲酒していない

ことと、今日帰宅するまで運転することを確認し、Ａ教諭は食事とともにワインをグラスで４杯飲んだ。

午後５時頃、夫の運転する自家用車は自宅近くの車庫近辺に到着したが、車庫入れが苦手な夫がＡ教諭に

運転の交代を依頼し、Ａ教諭は車庫近辺の国道から車庫までの短い距離のみ運転した。

　イ�　Ｂ教諭は、高齢の両親と同居している。ある日の夜中、父が突然気を失い倒れてしまった。気が動転した

Ｂ教諭は、２時間前に自身が 500 mL 缶ビール３本を飲んでいたことを忘れ、自ら運転する自家用車で

父を救急病院まで運んだ。

　ウ�　Ｃ教諭は、親族の結婚披露宴に招待され出席した。披露宴当日、普段からアルコールを飲まないＣ教諭は

ウーロン茶を飲みながら食事を楽しんでいた。披露宴終了直後、帰宅しようとしている際、先ほどの披露

宴会場にて隣の席で食事をしていた親族に、「車で来ているから駅まで送る」と声をかけられた。Ｃ教諭は、

先ほどの食事の際、この親族が中びん（500 mL）のビール２本分の量を飲酒していることを認識していたが、

自らは運転しないため車で自己を運送することを依頼し、この親族が運転する車で駅まで送ってもらった。

　エ�　Ｄ教諭は休日、久しぶりに家族と自家用車を利用しキャンプに出かけた。その日の夜、Ｄ教諭は、

500 mL 缶ビール８本を午前３時頃まで飲んだ。その後Ｄ教諭は仮眠を３時間とり、午前６時に起床した際、

特に二日酔いの症状を感じなかったことと、キャンプ場近くの県道は交通量も少ないと考え、自ら運転する

自家用車で県道を通り、キャンプ場近くの高台まで日の出を見に出かけた。

　 １ 　　ア　　　イ

　 ２ 　　ウ　　　エ

　 ３ 　　ア　　　イ　　　エ

　 ４ 　　イ　　　ウ　　　エ

　 ５ 　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ
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　　�　次の表は、わが国の2013年から2020年までの乗用車におけるハイブリッド車と電気自動車の保有台数の

推移を示したものである。あとのア～エのうち、この表からいえることとして正しいものを○、誤っている

ものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

各年３月末現在

車種　

　年

乗用車における
ハイブリッド車

（千台）

乗用車における
電気自動車
（千台）

2013年 2,850 24

2014年 3,823 38

2015年 4,684 52

2016年 5,558 62

2017年 6,544 73

2018年 7,512 91

2019年 8,453 105

2020年 9,281 117

※ハイブリッド車には、プラグインハイブリッドを含む。
（一般財団法人自動車検査登録情報協会 Web ページにより作成）

　ア�　乗用車におけるハイブリッド車の2014年から2020年までの保有台数の推移をみると、前年と比較して 

毎年100万台以上増加している。

　イ�　乗用車におけるハイブリッド車の保有台数について、2014年の対前年増加率と2020年の対前年増加率を

比較すると、2014年の方が大きい。

　ウ�　乗用車におけるハイブリッド車と電気自動車それぞれの保有台数の2013年から2020年までの７年間の 

増加率を比較すると、乗用車におけるハイブリッド車の増加率の方が大きい。

　エ�　乗用車における電気自動車の2018年から2020年までの保有台数の対前年増加率の推移をみると、毎年 

大きくなり続けている。

　　　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ

　 １ 　　○　　　○　　　○　　　○

　 ２ 　　○　　　×　　　×　　　○

　 ３ 　　×　　　○　　　×　　　×

　 ４ 　　×　　　○　　　○　　　×

　 ５ 　　×　　　×　　　×　　　○
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　　�　段落Ａ～Ｅを、次の文章につづくように並べ替えて筋の通った文章にする場合、その並べ方として最も

適切なものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　�　〝点は墜石の如く〟という言葉が、現在の私の数少ない好きな言葉の一つになっていると同じように、

最近〝一座建立〟という言葉が好きになっている。お茶の世界も一座建立であり、芭蕉の連句も一座建立

であるというような使い方をされる言葉である。茶会を開いた時、茶室という特定な空間の中に展開される

和敬静寂の高い雰囲気も、一座の者が互いに心を合わせ、その気になって初めて造り上げられるものである。

―そういうことを〝一座建立〟という言葉で言い現している。

　Ａ�　一座建立という言葉は、何となく馴染みにくい難しい内容を持った言葉のように聞こえるが、決して

そういうものではなく、お茶の世界の楽しさも、純粋さも、高さも、その一座に居合わせたものが、互い

に相手を尊敬し、心を合わせ、何刻かの心なごんだ高い時間を共有しようという気持があって、初めて

生み出すことができるものに他ならない、そういう意味であろうと思う。

　Ｂ�　利休の高弟の山上宗二が茶道の極意として門弟に与えた記録であるという『山上宗二記』にも、〝客人

フリ事、在一座ノ建立〟（客人振りのこと、一座の建立にあり）というように記されている。

　Ｃ�　私はお茶については門外漢であって、通りいっぺんの知識しか持ち合わせていないが、その時居合わ

せた一座の者たちが、互いに心を触れ合わせて造り上げるたいへん密度の濃い、次元の高い世界である

ということだけは解る。そしてそれが終わった時、すべては跡形もなく消えてしまう。そういう意味では、

たいへん贅
ぜい

沢な日本独特の芸術世界であろうと思う。

　Ｄ�　十年ほど前、親しい仲間数人と穂高に登ったことがあるが、その時涸
から

沢小屋で夜が更けるまでみなで

自分が日頃考えていることについて話し合ったことがある。眠るのが惜しいような時間であった。高山

に登って山小屋に居るということが、一座の者の心を特別なものにし、あとにも先にもないような心の

触れ合い方をさせたのであろうと思う。

　Ｅ�　しかし、一座建立はお茶や連句だけのことではない。もっと広く考えると、一座建立によって造り上げ

られなければならぬものは、この現実生活の中にもたくさんある筈
はず

である。ただ現実生活に於ては、そう

いう一つの目的を持って、一座を形成するということがなかなか難しいので、一座建立によって生み出さ

れたものを拾うこともまた難しいということになる。しかし、全くないわけではなさそうである。自分の

過去を振り返ってみて、一生忘れることができない時間というものは、やはりその時間に立ち合った何人

かの人たちによって造り上げられたものと言っていいだろうと思う。ただ、それが意識して造られたもの

でなく、その多くが偶然によって生み出されたものであるという違いがあるだけである。

（井上　靖　『井上　靖　「わが一期一会」』より）

　 １ 　　Ｂ　→　Ａ　→　Ｃ　→　Ｅ　→　Ｄ

　 ２ 　　Ａ　→　Ｂ　→　Ｄ　→　Ｃ　→　Ｅ

　 ３ 　　Ｅ　→　Ｂ　→　Ａ　→　Ｄ　→　Ｃ

　 ４ 　　Ｂ　→　Ａ　→　Ｅ　→　Ｃ　→　Ｄ

　 ５ 　　Ａ　→　Ｅ　→　Ｄ　→　Ｃ　→　Ｂ
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こんりゆう

著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『井上　靖「わが一期一会」』
井上　靖著　株式会社日本図書センター
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　　�　次の表は、わが国の2017年における情報通信メディアのうち、主なメディアの平均利用時間（分）を 

年代別に示したものである。この表における主なメディアの平均利用時間（分）に関するあとの記述ア～エ

のうち、正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

（分）

10代 20代 30代 40代 50代 60代

平日

１日

テレビ（リアルタイム）視聴 73.3 91.8 121.6 150.3 202.0 252.9

テレビ（録画）視聴 10.6 13.9 15.3 19.8 19.1 20.0

ネット利用 128.8 161.4 120.4 108.3 77.1 38.1

新聞閲読 0.3 1.4 3.5 6.3 16.3 25.9

ラジオ聴取 1.5 2.0 4.3 12.0 19.5 17.3

休日

１日

テレビ（リアルタイム）視聴 120.5 120.3 166.9 213.3 265.7 320.7

テレビ（録画）視聴 20.6 26.6 26.4 31.6 30.8 23.6

ネット利用 212.5 228.8 136.0 109.2 82.4 44.6

新聞閲読 0.5 2.4 3.8 7.6 16.1 33.0

ラジオ聴取 3.6 2.9 2.8 4.7 7.4 10.2

（総務省「平成30年版　情報通信白書」により作成）
（注）
テレビ（リアルタイム）視聴 ― �テレビ受像機における視聴のみならず、あらゆる機器によるリアル 

タイムのテレビ視聴。
ネット利用 ― �機器を問わず、メール、ウェブサイト、ソーシャルメディア、動画サイト、オンライン

ゲーム等、インターネットに接続することで成り立つサービスの利用をさす。

　ア�　平日１日と休日１日ともに、テレビ（リアルタイム）視聴の平均利用時間が他の年代と比べて最も長い

年代は60代であり、テレビ（リアルタイム）視聴の平均利用時間が他の年代と比べて最も短い年代は10代

である。

　イ�　同じ年代で平日１日と休日１日とを比べると、10代から60代までのいずれの年代についても表中のすべて

のメディアの平均利用時間の合計は休日１日の方が長い。

　ウ�　同じ年代で平日１日と休日１日とを比べると、表中のどのメディアについても平日１日より休日１日の

方が平均利用時間は長い。

　エ�　平日１日と休日１日ともに、10代から60代までのいずれの年代についても平均利用時間が長い表中の 

上位２つのメディアはテレビ（リアルタイム）視聴とネット利用である。

　　　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ

　 １ 　　×　　　〇　　　×　　　×

　 ２ 　　×　　　〇　　　〇　　　×

　 ３ 　　〇　　　×　　　〇　　　×

　 ４ 　　×　　　〇　　　×　　　〇

　 ５ 　　×　　　×　　　〇　　　〇
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　　�　ＡさんとＢさんは、学校のグラウンドに下図のようなドッジボールのコートを描くことになった。ドッジ

ボールコートの長辺の長さは、Ｂさんが 30 歩で進んだ距離とした。Ａさんが１歩で進む距離は 75 cm で

あり、Ａさんが 11 歩で進む距離とＢさんが 13 歩で進む距離が同じであるとき、このドッジボールコート

の長辺の長さとして最も近いものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。ただし、ＡさんとＢさんが１歩で進む

距離は、それぞれ一定であるものとする。

　 １ 　　19 ｍ

　 ２ 　　21 ｍ

　 ３ 　　23 ｍ

　 ４ 　　25 ｍ

　 ５ 　　27 ｍ
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　　�　中学校の理科室で、５つの球Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを３種類の液体Ｘ、Ｙ、Ｚに入れたところ、次のア～ウ

の結果になった。

　ア　Ａ、Ｃ、Ｄを液体Ｘに入れると、Ａは沈み、ＣとＤは浮かび上がった。

　イ　Ａ、Ｂ、Ｄを液体Ｙに入れると、ＡとＤは沈み、Ｂは浮かび上がった。

　ウ　Ｂ、Ｃ、Ｅを液体Ｚに入れると、ＢとＣは沈み、Ｅは浮かび上がった。

　�　このとき、確実にいえるものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。ただし、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５つの球と、

液体Ｘ、Ｙ、Ｚの密度はそれぞれ均一で、常に一定であるものとする。また、これらの５つの球と３種類の

液体の温度、体積、質量も、球を液体に入れることによって変化することはないものとする。

　 １ 　ＡとＤを液体Ｚに入れると、どちらか一方は沈み、どちらか一方は浮かび上がる。

　 ２ 　ＢとＥを液体Ｘに入れると、どちらか一方は沈み、どちらか一方は浮かび上がる。

　 ３ 　Ｃを液体Ｙに入れたときに、Ｃが沈むことが確認できれば、全ての球の密度の大小関係が判明する。

　 ４ 　液体Ｘ、液体Ｙ、液体Ｚのうち、最も密度が大きいのは液体Ｙである。

　 ５ 　液体Ｘと液体Ｙの密度は、どちらもＡの密度よりも小さく、Ｂの密度よりも大きい。

20
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　　�　次の手紙を読み、あとの問いの答えとして最も適切なものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

Invitation
From

Hill Art Gallery

June 9, 2021

Dear All,

Thank you for joining our oil painting workshop last month. It is my great pleasure to inform you 
that we will have our third painting exhibition of this year. We sincerely hope that you will plan to 
attend this exhibition. In this exhibition, we will display more than one hundred paintings. They are 
available for purchase. The details are as follows:

Third Painting Exhibition of 2021
Date	 : October 24, 2021
Place	 : The main gallery of Hill Art Gallery
	  （Access: Please refer to the enclosed map.）
Time	 : 9：00 – 17：00
Admission fee: 30USD （Free for children under 15.）

★ Artist Talk （13：00 – 14：00） 
In the meeting room next to the main gallery, Edward Wilsons will talk about his paintings 
shown in the exhibition. There is no charge for participation. The meeting room will open at 
12：30, and entry will be permitted only for the first 30 people to arrive at the room.

We are looking forward to seeing you at our gallery.

Respectfully yours, 
Hanako Hill

Hill Art Gallery  founded in 2003
Paintings for Coloring Our Lives

We offer a variety of paintings by Edward Wilsons and many other established painters.

According to the passage, which of the following is not true?

　 １ 　Hill Art Gallery held their oil painting workshop in May.
　 ２ 　People who attend can buy the paintings displayed at the painting exhibition.
　 ３ 　The Artist Talk will be held in the room next to the main gallery.
　 ４ 　People who attend the exhibition don’t need to pay an additional fee to attend the Artist Talk.
　 ５ 　The first 30 people who come to the main gallery will be able to join the Artist Talk.
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　　�　Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人は、それぞれのペースでＰ地点からＱ地点、Ｒ地点を経由し、最後に 

Ｓ地点に達する一本道を、道に沿って歩き続けた。下図は、この一本道を示した模式図であり、Ｑ地点から

Ｒ地点にかけては傾斜が急な山道が続く。Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人は、12 時 00 分に同時にＰ地点を

出発し、Ｑ地点、Ｒ地点、Ｓ地点を通過したときの時刻をそれぞれ記録した。下の表はその結果をまとめた 

ものであるが、ＣさんはＱ地点を通過したときの時刻を記録することを忘れてしまったため、そこだけ 

記録が書かれていない。

Ｑ地点 Ｒ地点 Ｓ地点

Ａさん 12 時 20 分 13 時 30 分 14 時 00 分

Ｂさん 12 時 10 分 13 時 10 分 13 時 40 分

Ｃさん － 14 時 00 分 14 時 35 分

　�　ＣさんがＰ地点からＱ地点に行くまでにかかった時間よりも、ＣさんがＱ地点からＲ地点に行くまでに

かかった時間の方が長かった場合、確実にいえるものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。ただし、Ａさん、 

Ｂさん、Ｃさんは３人とも、途中で道を引き返すことはなく、出発したその日のうちにＳ地点を通過したもの

とする。

　 １ 　ＡさんがＱ地点を通過する前に、ＣさんはＱ地点を通過した。

　 ２ 　ＢさんがＲ地点を通過した後に、ＣさんはＱ地点を通過した。

　 ３ �　ＣさんがＱ地点からＳ地点に行くまでにかかった時間は、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人の中で、最も

短かった。

　 ４ 　12 時 30 分の時点では、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人ともＱ地点からＲ地点の間にいた。

　 ５ 　13 時 00 分の時点では、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんの３人ともＱ地点からＲ地点の間にいた。
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　　�　平面において、一辺の長さが６cm である正六角形を、直線 ℓ に沿ってすべらないように１回転させた

とき、正六角形の頂点Ｐが描く軌跡は下図の太線のようになった。円周率をπとして、この軌跡の長さを

１ ～ ５ から一つ選べ。ただし、直線 ℓ は動かないものとする。

　 １ 　　12 πcm

　 ２ 　　14 πcm

　 ３ 　　16 πcm

　 ４ 　　（ 8 + 4 3  ）πcm

　 ５ 　　（ 12 + 4 3  ）πcm

23
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　　�　次の文章の内容として最も適切なものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　�　私は、自分の研究をおもしろいと思えるのと同じ程度に、他人の研究をおもしろいと思えるかどうかが、

研究者に向いているか否かの判断の基準であると思っている。いくらいいデータを出す人であっても、他人

のデータを自分の仕事と同じだけの熱量を持っておもしろがれなければ、研究者としてははっきり不向きで

あると思わざるを得ない。学者としては失格であろう。

　�　これがもっとも端的にあらわれるのが、研究発表の際に見られる質問の量である。発表者のデータを自分

のものとして考えようとすれば、いきおい、さまざまなディテールに関して知ろうとするのは必然である。

発表のなかにある曖昧な部分について問いたださなければ、自分のデータとして考えを巡らすことは不可能

であるし、発表者による結論付けについても、自分ならこう考えるという、異なった解釈も当然出てこよう。

　�　勉強をするために、発表される内容をひたすら聞くという姿勢に徹するのならば、質問などせずにひたす

らメモを取って、情報を収集すればいいかもしれない。しかし、発表された内容を、当事者として自分なら

こういうアイデアで実験をし、結果をこう解釈することもできる、明確な結論を得るためにはこの部分に不

備があり、次にはこんな実験を計画すれば、もっとはっきりした結論に到達することができるのではないか、

などなど、考え始めれば、おのずから尋ねたいことは次から次へ出てくるはずなのである。

　�　私はこれを「能動的に聞く
0 0 0 0 0 0

」と言っている。人の話は、能動的に聞いてこそ、自らの身につくものである。

話された内容をただひたすら覚えようとしたり、吸収しようとしているだけでは、却ってその知識は自分の

ものとならない。

　�　「能動的に聞く」とは、話された内容を、自らのこれまでの知の体系のなかに位置づけることであり、位

置づけるためには、聞きつつ常に自分の知の体系を確認し、照合する作業を伴うはずである。外部からイン

プットされてくる内容と、既存の自らの知識の箱とのあいだに軋
あつ

轢
れき

が生じるのは当然であり、その軋轢こそ

が質問を促す力になる筈
はず

なのだ。

（永田　和宏『知の体力』より）

　 １ �　研究者としての適性は、データ収集に対する関心の有無によって判断できるが、熱心にメモを取りながら

集中して聞く姿勢は、その関心のひとつの表れだと捉えられる。

　 ２ �　他人の研究発表に敬意を払うことは必要である。しかし、発表者の研究のさらなる発展を実現するため

には、あえて曖昧な部分を探し出し、問いただそうとする姿勢を持っていなければならない。

　 ３ �　研究発表を聞く際、その発表内容を当事者として捉え、実験や結果の解釈等についてさまざま考えると、

質問したいことが自然と次々に生じるはずである。そういう聞き方をしてこそ、内容は自らの身につく。

　 ４ �　人の話から得られる知識を自分自身に定着させるためには、知識を懸命に記憶したり吸収しようとしたり

する熱心さが求められる。それと同時に、既存の知識との軋轢を避けようとする慎重さも求められる。

　 ５ �　研究発表の場で、自身がこれまで構築してきた知の体系を意識しながら「能動的に聞く」ためには、 

自らの研究への自信や信頼とともに、他者の発言の根拠の分析が必要である。
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出典：『知の体力』
永田　和宏著　株式会社新潮社
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　　�　ある飲食店において、ある日に来店した人のうち、丼物（どんぶりもの）を食べた人の割合は 62.5 ％、

うどんを食べた人の割合は 36.0 ％であった。また、丼物を食べてうどんも食べた人の割合は、丼物を食べた

人のうち、9.6 ％であった。丼物を食べてうどんも食べた人の割合は、うどんを食べた人のうち、何％か。

最も近いものを、次の １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ 　　６ ％

　 ２ 　　９ ％

　 ３ 　　12 ％

　 ４ 　　17 ％

　 ５ 　　20 ％
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　　�　次の英文の内容として正しいものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

LETTER OF RECOMMENDATION

October 20, 2020

To Whom It May Concern,

　　With great pleasure, I recommend Mr. SAKAINO Ryo for admission to ABC College. I have 

known Ryo for more than two years and have been delighted to work with him both as his English 

teacher and the trampoline club advisor at Miotsukushi High School.

　　Ryo has always impressed me with his hard work, passion and determination. He regularly 

asked for help outside of class. He also impressed me with his leadership and teamwork abilities, 

never resting unless and until every task was completed. He is respectful, patient and caring. I have 

often seen him helping his classmates outside of class. He is skilled at understanding various concepts 

and tries hard to teach everyone else around him.

　　In addition, he has been teaching trampoline to children as a volunteer since 2019. He has 

a reputation for being a good instructor. He is proud of his life and wishes to motivate others to 

passionately follow their dreams.

　　I highly recommend that you accept Ryo into ABC College. I am confident he will make 

an excellent addition to your college’s community. Please feel free to contact me by email at 

osakahanako@xxxxx.ed.jp if you have any questions regarding his character or past academic work. 

Yours faithfully,

OSAKA Hanako 

English Teacher

Miotsukushi High School

　 １ 　SAKAINO Ryo was a college student who belonged to the trampoline club. 

　 ２ 　SAKAINO Ryo’s kind behavior to his classmates outside of class was often seen by OSAKA Hanako.

　 ３ 　OSAKA Hanako was transferred to ABC College in 2019.

　 ４ 　OSAKA Hanako is doubtful of SAKAINO Ryo’s leadership and teamwork abilities.

　 ５ 　OSAKA Hanako provided multiple ways to contact SAKAINO Ryo in this letter.
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　　�　Ａ～Ｅの５人は同じ書店でアルバイトをしており、この書店のアルバイトはＡ～Ｅの５人のみである。

Ａ～Ｅは、ある週の月曜日から金曜日までの間で、２日ずつ勤務し、どの日もＡ～Ｅのうち２人が勤務した。

この週の、Ａ～Ｅが勤務した曜日について、次のア～カのことが分かっている。

　ア　Ａは火曜日と木曜日は勤務せず、Ｅと同じ曜日に勤務しなかった。

　イ　Ｂは月曜日か火曜日のいずれかの日に勤務し、金曜日は勤務しなかった。

　ウ　Ｃは水曜日に勤務した。

　エ　Ｄは月曜日に勤務し、火曜日か水曜日のいずれかの日に勤務した。

　オ　Ｅは水曜日に勤務せず、木曜日に勤務した。

　カ　Ａ～Ｅの５人が勤務した曜日の組み合わせはそれぞれ異なっていた。

　　このとき、確実にいえるものはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ 　Ａは金曜日に勤務した。

　 ２ 　Ｂは月曜日に勤務した。

　 ３ 　Ｃは木曜日に勤務した。

　 ４ 　ＣとＥがそれぞれ勤務した２日のうち１日は同じ曜日であった。

　 ５ 　ＤとＥがそれぞれ勤務した２日のうち１日は同じ曜日であった。
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　　�　７人の生徒が休日に洋菓子店において、それぞれがシュークリームを２個または５個購入した。この７人

の生徒が購入したシュークリームの数の合計としてあり得ない数はどれか。１ ～ ５ から一つ選べ。ただし、

すべての生徒が同じ数のシュークリームを購入したこともあり得るものとする。

　 １ 　　20

　 ２ 　　23

　 ３ 　　29

　 ４ 　　30

　 ５ 　　32
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　　�　次の図は、わが国の第21回から第25回までの参議院議員通常選挙における年代別投票率の推移を示した
　　�ものであり、表は第24回及び第25回参議院議員通常選挙における18歳と19歳の投票率を示したものである。

ただし、ここでいう投票率とは、全国の投票区から回ごとに定められた数の投票区を抽出して行われた 
調査による数値である。

　　�　あとのア～エのうち、この図、表からいえることとして正しいものを○、誤っているものを×とした場合、
正しい組合せはどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

表　第24回及び第25回参議院議員通常選挙における18歳と19歳の投票率
第24回

（平成28年）
第25回

（令和元年）
18歳の投票率 51.17 ％ 35.62 ％
19歳の投票率 39.66 ％ 28.83 ％

（図、表ともに総務省 Web ページにより作成）

　　ア�　第21回から第23回までの参議院議員通常選挙における20歳代、30歳代、40歳代、50歳代及び60歳代の
投票率は、年代が高いほど高くなっている。

　　イ�　第24回及び第25回参議院議員通常選挙のいずれにおいても、10歳代、20歳代、30歳代及び40歳代の 
投票率は全体平均よりも低い。

　　ウ�　第24回参議院議員通常選挙における10歳代の投票率は 50 ％に満たないが、その回の18歳の投票率は
50 ％を超えており、同回の19歳の投票率より15ポイント以上高い。

　　エ�　各年代の第24回参議院議員通常選挙における投票率と第25回参議院議員通常選挙における投票率とを
比べると、その差が10ポイント以上であるのは10歳代のみであり、18歳と19歳それぞれの第24回参議院
議員通常選挙における投票率と第25回参議院議員通常選挙における投票率の差も10ポイント以上ある。

　　　　ア　　　イ　　　ウ　　　エ
　 １ 　　〇　　　〇　　　×　　　×
　 ２ 　　×　　　〇　　　〇　　　〇
　 ３ 　　〇　　　〇　　　×　　　〇
　 ４ 　　×　　　×　　　〇　　　×
　 ５ 　　〇　　　×　　　〇　　　〇
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　　�　以下の各アルファベットには、それぞれ０～９のいずれかの整数が対応し、次の５桁の数からなる計算式

を満たす。ただし、異なるアルファベットには異なる整数が対応し、同じアルファベットには同じ整数が

対応するものとする。

　　また、次のア及びイの条件を満たすことが分かっている。

　ア　Ｕ、Ｍ、Ｅ、Ｄ、Ａ に対応する数字はすべて５以下である。

　イ　N、O に対応する数字はどちらも奇数である。

　　このとき、B に対応する数字はどれか。 １ ～ ５ から一つ選べ。

　 １ 　　０

　 ２ 　　６

　 ３ 　　７

　 ４ 　　８

　 ５ 　　９
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Ｕ Ｍ Ｅ Ｄ Ａ 

＋ Ｎ Ａ Ｍ Ｂ Ａ  

  Ｏ Ｓ Ａ Ｋ Ａ 






